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日本の資源と産業 名前

問1 日本の食料自給率の推移について述べた次の文のうち、野菜の統計的な傾向と、日本の主食の現状を正しく組み合わせたものを選びなさい。
（2021年 新潟県公立入試 類似）

1. 野菜の自給率は輸入の増加により
20パーセント以下まで低下しており
、これは肉類や大豆と同じ水準であ
る

2. 野菜の自給率は約100パーセント
から約80パーセントへと低下したが
、主食である米はほぼ100パーセン
トの自給率を維持している

3. 野菜の自給率は約80パーセントを
維持しているが、主食である米も輸
入自由化の影響で自給率が50パーセ
ントまで低下した

4. 野菜の生産量は1955年当時に比
べて減少しているが、米の消費量が
増えたため野菜の自給率は横ばいで
ある

問2 滋賀県の琵琶湖や島根県の宍道湖では、水産資源の維持を目指した取り組みが行われています。人工的に孵化させたニゴロブナの稚魚やシジミ
の稚貝を、一定の大きさになるまで育ててから自然の湖へ放流し、十分に成長した後に漁獲する漁業の形態を何といいますか。 （2023年

滋賀県公立入試 類似）

1. 養殖業 2. 栽培漁業 3. 遠洋漁業 4. 沖合漁業

問3 2021年の日本の農業に関する統計において、農業産出額に占める「米」の割合が全体の約5割に達しており、全国平均の15.5パーセントを大き
く上回る特徴を持つ都道府県として、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 北海道 2. 青森県 3. 宮崎県 4. 秋田県

問4 1980年代から2000年にかけての日本における工業構成の変化について述べます。製造品出荷額の構成において、1980年には31.8パーセントで
あったものが、2000年には45.8パーセントまで上昇し、日本の重化学工業の中心となった工業部門はどれですか。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 繊維工業 2. 食料品工業 3. 機械工業 4. 金属工業

問5 日本の製造業において、1985年頃を境に国内生産が頭打ちになる一方で、海外での現地生産が急激に進んだ背景にはどのような経済的要因があ
りますか。当時の国際情勢や為替の影響を踏まえて説明したものを次から選びなさい。 （2025年 岐阜県公立入試 類似）

1. プラザ合意後の急激な円高により
、日本製品の輸出価格が上昇して不
利になったため。

2. 原油価格の暴落により、海外での
生産コストが国内よりも大幅に高く
なったため。

3. 日本の労働賃金が世界で最も低く
なり、熟練した労働力が不足したた
め。

4. 国内の消費市場が飽和したため、
政府が国内工場の閉鎖を法律で義務
付けたため。

問6 日本の国内貨物輸送において、鉄道輸送に代わって自動車輸送（トラック輸送）が広く普及した理由として、最も適切な説明はどれですか。
（2025年 京都府公立入試 類似）

1. 一度に大量の貨物を運ぶ際の輸送
コストが、鉄道や船舶と比較して最
も安く済むため。

2. 交通渋滞の影響を全く受けないた
め、鉄道よりも正確な時間通りに到
着させることが容易であるため。

3. 出発地から目的地まで荷物を積み
替えることなく運ぶことができる、
ドア・ツー・ドアの利便性が高いた
め。

4. 鉄道輸送に比べて二酸化炭素の排
出量が少なく、環境への負荷を抑え
ることができるため。

問7 日本の大手製粉企業の工場分布を調べると、博多、神戸、名古屋、京浜、千葉といった主要な港湾都市に集中していることがわかります。この
ように製粉工場が特定の地域に立地する理由について述べた文として、最も適切なものを選びなさい。 （2021年 長野県公立入試 類似）

1. 製粉には大量の工業用水が必要で
あり、河川の最下流にあたる臨海部
が適しているから

2. 原料の多くを輸入に頼っているた
め、船による大量輸送の利便性を重
視しているから

3. 小麦は鮮度の低下が早いため、海
外から到着した原料をただちに加工
する必要があるから

4. 原料よりも製品の方が重くなるた
め、最終的な消費者に近い港湾都市
が選ばれるから

問8 日本の大都市圏において、かつて顕著であった「ドーナツ化現象」から、近年注目されている「都心回帰現象」へと変化した背景を説明したも
のとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 都心部の再開発により、利便性の
高い高層マンションの供給が増えた
ため。

2. 郊外のニュータウンにおける少子
高齢化が進み、都心のすべてのビル
が住宅に建て替えられたため。

3. 都心部の地価が以前よりも大幅に
上昇し、一部の富裕層のみが都心に
移り住んだため。

4. 郊外の公共交通網が衰退したこと
により、都心以外の地域で生活する
ことが不可能になったため。

問9 日本の産業構造に関する統計において、中京工業地帯の中核に位置し、自動車工業などの製造業が盛んなため第二次産業就業者人口の割合が非
常に高い愛知県と、九州地方の経済・行政の拠点として商業やサービス業が発達し、第三次産業就業者人口の割合が高い福岡県があります。こ
のように地域によって産業構造に差異が生じる主な理由として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 秋田県公立入試 類似）

1. 愛知県は情報通信業などの先端産
業に就業者が集中しており、福岡県
は伝統工芸を中心とした家内工業が
産業の柱であるため

2. 愛知県は広大な農地を活用した近
郊農業が主軸であり、福岡県はかつ
ての炭鉱跡地を利用した重化学工業
が中心であるため

3. 愛知県は豊かな自然景観を活かし
た観光業が中心であり、福岡県は全
域で食料自給率を高めるための第一
次産業に特化しているため

4. 愛知県は大規模な工業集積を背景
に製造現場での雇用が多く、福岡県
は広域中心都市として都市型産業の
雇用が多いため

問10 日本の周辺海域、特に太平洋側の深海底には、将来の国産エネルギー源として実用化が期待されている資源が豊富に分布しています。これは天
然ガスの主成分が低温・高圧の条件下で水分子と結びつき、氷状の固形物となったものです。「燃える氷」とも呼ばれるこの資源の名称として
正しいものを選びなさい。 （2019年 奈良県公立入試 類似）

1. レアメタル 2. メタンハイドレート 3. シェールガス 4. フロンガス

問11 東京都の八王子市のように、巨大な消費地である都心部から比較的近い距離に位置する地域で行われている、新鮮な野菜などを供給することを
主な目的とした農業形態を何というか。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 施設園芸農業 3. 抑制栽培 4. 近郊農業

問12 日本の農林水産業において、北海道で行われている農業や畜産業の特色として正しいものを次の中から選びなさい。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 冬の寒さが厳しいため乳牛などの
家畜の飼育には向かず、大規模なビ
ニールハウスを用いた熱帯作物の栽
培が主となっている。

2. 温暖な気候を活かした二毛作が中
心であり、冬でも暖かい気候を利用
してレタスなどの促成栽培が行われ
ている。

3. 寒冷な気候に適したジャガイモな
どの畑作や、広大な土地を利用して
乳牛を飼育する酪農が盛んである。

4. 山がちな地形で平地が少ないため
、傾斜地に石垣を積んだ段々畑を作
り、主にみかんの栽培が行われてい
る。


